
人、自然、科学を結ぶ　学研都市精華町 
「はなそう」 

H A N A S O U

幾多の子どもたちを見守り続けてきた川西小学校の校舎
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要
指
導
者
の
選
出
方
法

特
定
健
診
の
結
果
と
問
診
を
基
本

に
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
リ
ス
ク
や
年

齢
、
服
薬
の
有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
、

「
情
報
提
供
レ
ベ
ル
」「
動
機
づ
け
支
援

レ
ベ
ル
」「
積
極
的
支
援
レ
ベ
ル
」
の

３
つ
の
階
層
化
（
ラ
ン
ク
付
け
）
を
行

い
、
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る
人
を
選

び
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
事
や
運

動
な
ど
現
在
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
解
消
を
考
え

る
機
会
で
す
。
保
健
師
や
栄
養
士
な
ど

と
、
無
理
な
く
で
き
る
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
も

の
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
？

▼
動
機
づ
け
支
援
レ
ベ
ル

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ

ス
ク
が
出
現
し
始
め
た
人
が
対
象
で

す
。
自
分
の
生
活
習
慣
の
改
善
点
に

気
づ
き
、
自
分
で
目
標
を
設
定
し

て
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す
た
め
に
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
積
極
的
支
援
レ
ベ
ル

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ

ス
ク
が
重
な
っ
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。
健
診
の
判
定
を
改
善
す
る
た
め

に
、
実
践
で
き
る
目
標
を
自
分
で
選

択
し
て
、
継
続
的
に
実
行
す
る
た
め

に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た

ら
、
積
極
的
に
保
健
指
導
を
受
け
て
内

臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
保
険

者
（
国
民
健
康
保
険
・
共
済
組
合
・
健

保
組
合
な
ど
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
健
診
や
保
健
指
導
に
つ
い
て

は
、
ご
加
入
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
０
５
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
４
）

先
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
特
定
健
診

―
。
こ
の
特
定
健
診
の
結
果
を
も

と
に
、
リ
ス
ク
に
応
じ
て
「
健
康
を
守
る
」
た
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向

け
た
支
援
（
特
定
保
健
指
導
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
目
指
し
て

生
活
習
慣
改
善
目
指
し
て part

129

ステップ 

1
腹囲とBMIで内
臓脂肪蓄積のリ
スクを判定 

ステップ 

2
検査結果、質問
票より追加リス
クをカウント 

ステップ 

3
ステップ１、２
から保健指導レ
ベルをグループ
分け 

ステップ 

4

�腹囲 �BMI �  

�血糖 

追加リスクが 

2以上 
積極的 
支援 

追加リスクが 

1 
動機づけ 
支援 

追加リスクが 

0 
情報 
提供 

追加リスクが 

3以上 
積極的 
支援 

追加リスクが 

1～2 
動機づけ 
支援 

追加リスクが 

0 
情報 
提供 

 
情報 
提供 

ステップ１で�に該当した場合 
�～�のリスクのうち 

ステップ１で�に該当した場合 
�～�のリスクのうち 

ステップ１で 
�に該当した場合 

�脂質 �血圧 �喫煙歴 

 
男85�以上 
女90�以上 

男85�未満  
女90�未満  

＋ 
BMI≧25

 
�� 
以外の人 

空腹時血糖
100mg/dl、または
ヘモグロビン
A1c 5.2％以上、 
または薬剤治療を
受けている場合 

中性脂肪150mg/dl
以上、またはHDL
コレステロール
40mg/dl未満、 
または薬剤治療を
受けている場合 

収縮期130mmHg
以上、または拡張
期85mmHg以上、
または薬剤治療を
受けている場合 

あり  
ステップ２の�～
�のリスクが１つ
以上の場合にのみ
カウント 

●服薬中の人は継続的に医療機関に受診しているため、保健指導の対象としない。 
　ただし主治医の依頼・了解のもとに、必要に応じて保健指導を行うこともある。 
●65～74歳の人は積極的支援の対象となった場合も動機づけ支援にする。 

※特定保健指導は、その対象となった人すべてに実施されるとは限りません。保険者の判断により、予防効果が高い人
に優先的に実施される場合もあります。 
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福
祉
医
療
費
助
成
、
申
請
を

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
受
給

者
証
（
黄
色
）
と
重
障
老
人
健
康

管
理
事
業
対
象
者
証
（
桃
色
）
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
生
年

月
日
に
よ
り
一
部
異
な
る
場
合
あ

り
）
で
す
。

８
月
１
日
以
降
に
引
き
続
き
医

療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。
お
済
み
で

な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
誌
６
月
号
９
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
１
５
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
４
）

JULY

高額介護(介護予防)サービス費
介護保険では、１カ月の利用者負担が一定の上
限額を超えたとき、その超えた分が払い戻されま
す。

※ここでの利用者負担額には、福祉用具購入費、
住宅改修費の利用者負担額や施設での食費、居
住費、日常生活費などは含まれません。

�申請方法　高額介護(介護予防)サービス費申
請書を下記のところへ。

※それ以降該当する場合には、自動的にその口座
に振り込まれます。

利用者負担段階 
 
 
第1段階 
 
 
 

第2段階 
 

第3段階 
 

第4段階 

高額介護(介護予防)サービス費 
支給による利用者負担の上限額 

1万5000円 
 
 
 

1万5000円 
 

2万4600円 
 

3万7200円 

世帯の状況 
 
・老齢福祉年金の受給者で、本
人や世帯全員が住民税非課税
の方 

・生活保護受給者 
本人や世帯全員が住民税非課税
で、合計所得金額＋課税年金収
入が80万円以下の方 
本人や世帯全員が住民税非課税
で、第２段階以外の方 
上記以外の方 

利用者負担段階と上限額

介護保険利用者負担限度額の認定
介護保険では、施設サービスや短期入所サービスを利用する場合、居住費・食費は自己負担となりますが、対象者の方は申請
により、基準額の範囲内で下表の金額に減る場合があります。
�対 象 者　下表で利用者負担段階第１段階から第３段階までに該当する方

�対象サービス　特別養護老人ホーム・老人保健施設・介護療養型医療施設の食費と居住費、短期入所生活介護・短期入所療養
介護・介護予防短期入所生活介護・介護予防短期入所療養介護の食費と居住費

�申 請 方 法　介護保険負担限度額認定申請書を下記のところへ。※該当する方には介護保険負担限度額認定証を交付します
ので、この認定証を利用する施設に提出してください。

○問い合わせ 福祉課 介護保険係 (TEL 95－1904・FAX 95－3974)

利　用　者 
負担段階 
 
 

第1段階 
 
 
 

第2段階
 

 
 
 

第3段階 
 

第4段階 

居住費（日額）の負担限度額 

多床室
　 
 
 

0円 
 
 
 

320円 
 
 
 

320円 
 

負担限度額なし 
 

320円 

 
従来型個室の場合 
特養など 

 

320円 
 
 
 

420円 
 
 
 

820円 
 
 
 

1150円 

 
 

老健・療養など 
 

490円 
 
 
 

490円 
 
 
 

1310円 
 
 
 

1640円
 
 

 
ユニット型 
準個室の場合 

 

490円 
 
 
 

490円 
 
 
 

1310円 
 
 
 

1640円 

 
ユニット型 
個室の場合 

 

820円 
 
 
 

820円 
 
 
 

1640円 
 
 
 

1970円 

食費　 
（日額） 

 
 

300円 
 
 
 

390円 
 
 
 

650円 
 
 
 

1380円 

 
世帯の状況 

 
・老齢福祉年金の受給者で、
本人や世帯全員が住民税
非課税の方 
・生活保護受給者 
本人や世帯全員が住民税非
課税で、合計所得金額＋課
税年金収入が80万円以下の
方 

本人や世帯全員が住民税非
課税で、第２段階以外の方 
 

上記以外の方 
 
基　準　額 

7月・8月・9月は
『食中毒予防月間』
です。
食中毒に気を
つけましょう。
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保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
郵
送

７
月
中
旬
に
、
本
年
度
の
保
険
料
を

記
載
し
た
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
徴
収
の
方

昨
年
度
の
所
得
な
ど
を
も
と
に

算
定
さ
れ
た
仮
徴
収
額
（
４
月

初
め
、
ま
た
は
６
月
初
め
に
通

知
）
に
よ
り
、
既
に
受
給
年
金

か
ら
保
険
料
を
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

・
本
年
度
の
所
得
な
ど
を
も
と

に
本
算
定
さ
れ
た
保
険
料
決

定
額

・
10
月
・
12
月
・
来
年
２
月
の

支
給
年
金
か
ら
の
保
険
料
徴

収
額

▼
普
通
徴
収
の
方

こ
れ
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
方

（
普
通
徴
収
）

・
本
年
度
の
所
得
な
ど
を
も
と

に
算
定
さ
れ
た
決
定
額

・
７
月
以
降
９
期
分
の
各
期
別

の
保
険
料
徴
収
額
（
期
別
の

納
付
書
も
同
封
）

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
の

方
は
、
同
封
の
申
し
込
み
用
紙
で
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
第
１
期
分
（
７
月
31

日
納
期
限
）
の
口
座
振
替
に
は
、
こ
れ

か
ら
手
続
き
さ
れ
て
も
間
に
合
わ
な
い

た
め
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
第
２

期
以
降
と
し
て
い
た
だ
き
、
第
１
期
分

は
納
付
書
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。
昨
年

度
に
口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
た
方
な

ど
、
既
に
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
方

は
、
改
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方

法
は
下
記
の
通
り
、
昨
年
度
と
同
じ
で

す
。・

均
等
割
額
＝
４
万
５
１
１
０
円

・
所
得
割
額
＝
本
年
度
の
総
所
得

金
額
―
基
礎
控
除
（
33

万

円
）
×
保
険
料
率
（
８
・
２

９
％
）

上
記
の
２
つ
を
合
わ
せ
た
額
が
年
間

保
険
料
と
な
り
、
50
万
円
が
上
限
で

す
。※

所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
の
軽

減
措
置
は
、
従
来
の
措
置
（
均

等
割
額
が
７
割
・
５
割
・
２
割

軽
減
）
に
加
え
、
本
年
度
は
以

下
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

�
世
帯
主
と
、
世
帯
の
被
保
険
者

の
総
所
得
金
額
の
合
計
が
33
万

円
以
下
の
方
（
公
的
年
金
に
か

か
る
所
得
は
特
別
控
除
額
15
万

円
を
差
し
引
い
た
額
）

本
来
は
均
等
割
額
が
７
割
軽
減

で
す
が
、
本
年
度
は
８
・
５
割

軽
減
さ
れ
、
年
間
保
険
料
が
６

７
６
６
円
に
な
り
ま
す
。

�
�
の
方
の
う
ち
、
年
金
収
入
80

万
円
以
下
で
ほ
か
の
所
得
が
な

い
方

本
年
度
か
ら
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
と
な
り
、
年
間
保
険
料
が

４
５
１
１
円
に
な
り
ま
す
。

�
長
寿
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

は
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方

本
年
度
は
均
等
割
額
が
９
割
軽

減
さ
れ
、
年
間
保
険
料
が
４
５

１
１
円
に
な
り
ま
す
。

�
総
所
得
金
額
ー
基
礎
控
除
（
33

万
円
）
が
58
万
円
以
下
の
方

昨
年
度
と
同
様
に
所
得
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
更
新

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
ピ
ン

ク
色
）
は
有
効
期
限
が
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く

新
し
い
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
が
７
月

中
旬
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
負
担
割
合
の
判
定
基
準

◆
３
割
負
担
　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
方
で

１
人
で
も
本
年
度
市
町
村
民
税

課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以

上
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合
　
　

◆
１
割
負
担

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
方
全

員
の
本
年
度
市
町
村
民
税
課
税

標
準
額
が
１
４
５
万
円
未
満
の

場
合

基
準
収
入
額
適
用
制
度

新
し
く
交
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の

負
担
割
合
が
３
割
の
方
の
う
ち
、
世
帯

全
体
の
昨
年
中
の
収
入
合
計
額
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

・
被
保
険
者
の
方
が
２
人
以
上
の

世
帯
で
、
そ
の
収
入
額
の
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

・
被
保
険
者
の
方
が
１
人
の
み
の

世
帯
で
、
そ
の
収
入
額
が
３
８

３
万
円
未
満
の
場
合

・
被
保
険
者
の
方
が
１
人
の
み
で
、

ほ
か
に
70
〜
74
歳
の
方
が
い
る

世
帯
で
、
そ
の
収
入
額
の
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

長
寿
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

長
寿
医
療
被
保
険
者
の
方
へ 

長
寿
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

長
寿
医
療
被
保
険
者
の
方
へ 

長
寿
医
療
被
保
険
者
の
方
へ 

長
寿
医
療(

後
期
高
齢
者
医
療)

の
被
保
険
者
の
方
へ
の
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
。 
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医
療
保
険
と
介
護
保
険
で
、
世
帯
の

一
部
負
担
金
（
注
）
が
基
準
額
を
超
え

た
と
き
に
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
医

療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
か
ら
保

険
給
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

世
帯
で
同
じ
医
療
保
険
〔
国
民
健
康

保
険
・
社
会
保
険
・
長
寿
医
療
（
後
期

高
齢
者
医
療
）
制
度
〕
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
ご
と
に
計
算
し
た
一
部
負

担
金
と
、
世
帯
員
の
介
護
保
険
の
一
部

負
担
金
を
合
算
し
、
１
年
間
（
８
月
１

日
〜
翌
年
７
月
31
日
）
の
合
算
額
が
以

下
の
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
ど
ち
ら
か
の
一
部
負
担
金
が
０
円

の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）
医
療
保
険
の
高
額
療
養
費
と
介

護
保
険
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
差

し
引
い
た
後
の
金
額
で
す
。

▼
70
歳
未
満
の
方

�
一
定
以
上
所
得
（
世
帯
の
合
計

所
得
６
０
０
万
円
以
上
）
の
場

合
＝
１
２
６
万
円
（
１
６
８
万

円
）

�
一
般
の
場
合
＝
67
万
円
（
89
万

円
）

�
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
場

合
＝
34
万
円
（
45
万
円
）

▼
70
〜
74
歳
の
方
・
長
寿
医
療
（
後

期
高
齢
者
医
療
）
制
度
被
保
険
者

の
方

�
高
齢
受
給
者
証
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
被
保
険
者
証
の
負
担

割
合
が
３
割
の
場
合
＝
67
万
円

（
89
万
円
）

�
一
般
の
場
合
＝
56
万
円
（
75
万

円
）

�
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
場

合
＝
31
万
円
（
45
万
円
）

�
�
の
う
ち
、
世
帯
全
員
の
所
得

が
一
定
以
下
（
年
金
収
入
80
万

円
以
下
な
ど
）
の
場
合
＝
19
万

円
（
25
万
円
）

※
一
部
負
担
金
が
こ
の
基
準
額
を
超

え
、
そ
の
額
が
支
給
基
準
額
（
５
０

０
円
）
を
超
え
る
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

昨
年
度
分
に
つ
い
て
は
「
昨
年
４
月

〜
今
年
７
月
の
16
カ
月
間
の
一
部
負
担

金
が
上
記
カ
ッ
コ
内
の
基
準
額
を
超
え

た
額
」「
昨
年
８
月
〜
今
年
７
月
の
12

カ
月
間
の
一
部
負
担
金
が
上
記
基
準
額

を
超
え
た
額
」
の
２
つ
を
比
較
し
、
大

き
い
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
具
体
的
な
方
法
な
ど
は
現
在

（
今
年
５
月
末
）
詳
細
が
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
決
ま
り
次
第
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係
・
国
保
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
１
５
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
４
）

医
療
と
介
護
の
負
担
軽
減

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

▼
申
請
の
方
法

上
記
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
下
記
の

も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
７
月
31
日

�
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
し
た
月
の
翌

月
か
ら
の
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
今
年

中
の
収
入
の
合
計
が
わ
か
る
書

類
（
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
な
ど
）

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る

場
合
は
委
任
状
と
そ
の
方
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

・
認
め
印

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

制
度負

担
割
合
が
１
割
の
方
の
う
ち
、
現

在
入
院
中
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
入
院
さ

れ
る
予
定
が
あ
り
、
同
じ
世
帯
の
方
全

員
が
本
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

の
方
は
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
１

カ
月
の
一
部
負
担
金
の
上
限
額
や
、
入

院
時
の
食
事
代
の
負
担
額
が
少
な
く
な

る
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
申
請

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
認
定
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
の
も
の
を

お
持
ち
の
う
え
、
７
月
31
日
�
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
降
も
随

時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
８
月
１

日
か
ら
の
認
定
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
よ
り
、
前
年
度
に
認
定
を

受
け
て
お
ら
れ
た
方
で
今
年
度
も
引

き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
新
し
い

被
保
険
者
証
に
同
封
し
て
継
続
の
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
改
め
て

の
申
請
は
不
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
　

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
同
じ
世
帯
の
方
全
員
の
本
年
度

非
課
税
証
明
書

※
今
年
１
月
１
日
時
点
で
精
華

町
に
在
住
し
、
非
課
税
証
明

書
が
精
華
町
で
取
得
で
き
る

方
は
不
要
で
す
。

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
・
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
な
ど
）

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る

場
合
は
委
任
状
と
そ
の
方
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

・
認
め
印

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
１
５
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
４
）
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◆１等：２億円×39本(前後賞各5000万円)
◆２等：１億円×39本 
�抽 選 日　８月11日� 
この宝くじの収益金は、 
市町村の明るく住みよい 
まちづくりに使われます。 
 
○問い合わせ 
　(財)京都府市町村振興協会（TEL 075-411-0200） 

発売期間 7月13日�～31日� 

 1等・前後賞合わせて 

サマージャンボ宝くじ サマージャンボ宝くじ 

民
主
主
義
の
基
礎
で
あ
る
選
挙
が

明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
、
明

る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の
啓
発

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

【
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
】

▼
児
童
・
生
徒
の
部

◆
内
　
　
容

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と

を
表
す
ポ
ス
タ
ー

◆
対
象
者

府
内
の
小
・
中
学
校
と
高
等
学

校
の
児
童
・
生
徒
（
１
人
１
点

自
作
の
も
の
）

◆
規
　
　
格

四
つ
切
り
（
５
４
２
�
×
３
８

２
�
）
、
八
つ
切
り
（
３
８
２

�
×
２
７
１
�
）、
ま
た
は
そ
れ

に
準
じ
る
大
き
さ
の
画
用
紙

（
色
彩
は
自
由
）

◆
申
込
方
法

通
学
し
て
い
る
学
校
を
通
じ
て
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

▼
一
般
の
部

◆
内
　
　
容

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と

を
表
す
ポ
ス
タ
ー

◆
対
象
者

府
内
在
住
の
方
（
１
人
１
点
自
作

の
も
の
）

◆
規
　
　
格

四
つ
切
り
（
５
４
２
�
×
３
８

２
�
）
、
八
つ
切
り
（
３
８
２

�
×
２
７
１
�
）、
ま
た
は
そ
れ

に
準
じ
る
大
き
さ
の
画
用
紙

（
色
彩
は
自
由
）

◆
申
込
方
法

直
接
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

【
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
】

◆
内
　
　
容

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と

を
表
す
標
語
（
20
文
字
以
内
で
）

◆
対
象
者

府
内
居
住
の
方
（
府
内
の
小
・

中
学
校
と
高
等
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
含
む
）（
１
人
１
点
自

作
・
未
発
表
の
も
の
）

◆
規
　
　
格

町
選
挙
管
理
委
員
会
備
え
付
け

の
用
紙

◆
申
込
方
法

児
童
・
生
徒
は
、
通
学
し
て
い
る

学
校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
は

直
接
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

▼
申
込
期
限

９
月
11
日
�

▼
後
　
　
援

京
都
府
教
育
委
員
会

▼
主
　
　
催

京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
・
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会

▼
そ
の
ほ
か

応
募
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
を
推

進
す
る
た
め
に
京
都
府
選
挙
管
理

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す

る
ほ
か
、
展
示
、
啓
発
資
材
な
ど
に

使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
使
用
に
際

し
て
は
応
募
者
の
氏
名
が
公
表
さ

れ
ま
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ

精
華
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
・
精
華
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
１
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
３
―
２
２
３
３
）

　物品の有効利用をはかるため、再
利用品の紹介をしています。産業振
興課が窓口となりますが、交渉は直接、
本人同士でしていただきます。 
 
【ゆずります】 
　● 介護用ベッド 
　● 座布団(５枚組) 
　● 五月人形 
　● 子ども用自転車(16インチ) 
　● 筋肉トレーニング用品セット 
　● 女児用スキー用具一式 
【ゆずってください】 
　● チャイルドシート 
　　 (回転シート機能付) 
　● ベビーベッド 
　● 麻雀牌・麻雀台 
 
○問い合わせ 
　産業振興課 商工振興係 
　(TEL 95－1903・FAX 95－3973)

９
月
13
日
�
に
東
光
小
学
校
で
開
催
す
る
第
36
回
町
民
体
育
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

左
記
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
精
華
町
体
育
協
会
事
務
局
（
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
内
）

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
８
―
０
２
０
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
―
０
１
１
８
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

各種ご宴会・ご婚礼に･･･ 

春日野荘 
〒630-8113　奈良市法蓮町757-2
TEL  0742-22-6021(代表) 
http://www.kasugano-so.co.jp 
無料送迎バスもご用意いたしております。 
ご予約の際、お申し付けください。 
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昨年度に国民年金保険料の免除を申請し、承認された
方の免除期間は、今年６月までとなっています。引き続
き免除制度を利用される場合は、更新の手続きが必要で
す。

一部の方は手続き不要
今年６月までの納付に対して、全額免除や若年者納付
猶予を翌年度以降も引き続き希望されていた方のうち、
判定結果が「継続審査申出受付済」「期間延長承認」の
通知を受けている方は、手続きの必要はありません。
後日送付される今回の判定結果通知で「継続審査申出

受付済」または「期間延長承認」に該当しなかった場合
はご相談ください。
�申請期間 ７月から

受付時間：午前８時30分～午後５時
※土・日・祝日と、平日の正午～午後１時
を除きます。

�申請場所 住民課 年金医療係(町役場２階)
�持 ち 物 年金手帳・認め印

20年３月31日以降で、失業したことにより免除(若年
者納付猶予含む)の申請をする場合は、失業したことを
確認できる雇用保険受給資格者証や雇用保険被保険者離
職票など、公的機関の証明書を添付してください。
今年１月２日以降に精華町へ転入している場合は、本
人・配偶者・世帯主の前年の所得によって審査されるた
め、その方々の20年分の所得と控除内容の分かる税証
明、または20年分確定申告書の控えをお持ちください。

免除の承認区分は４段階に
保険料免除制度について、４分の１免除、半額免除、

４分の３免除および全額免除の４段階で、所得水準に応
じた多段階の免除制度となっています。
納付する保険料は以下の通りです。

※新たに免除(若年者納付猶予含む)を希望の方は随時受
け付けしています。また、７月上旬は混雑が予想され
ますので、ご注意ください。
※免除の承認を受けると、その期間分、保険料を全額納
付したときに比べて受け取る年金額が少なくなりま
す。そのため10年以内であれば、保険料を納付するこ
と(追納)ができます。追納するには納付書の発行依頼
(追納申し込み)が必要です。
○問い合わせ
◆京都南社会保険事務所
(TEL 075_643_2547・FAX 075_643_3880)
◆精華町役場 住民課 年金医療係
(TEL 95_1915・FAX 95_3974)
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免除区分 
 

 

免除なし 

４分の１免除 

半額免除 

４分の３免除 

全額免除 

平成21年度 

の保険料 

(20年７月納付

以降分)

1万4660円

1万1000円

7330円

3670円

0円

免除承認 

期間分の 

給付額への 

反映割合 

― 

６分の５ 

３分の２ 

２分の１ 

３分の１ 

所得基準額 

のめやす 

(扶養親族

なしの場合)

― 

189万円

141万円

93万円

57万円

国民年金保険料　７月は免除申請更新月です 国民年金保険料　７月は免除申請更新月です 

町では有効期間(８年)満了となる水道メーターの取
り替えを、７月初旬から平成22年２月末ごろまで行い
ます。水道メーターは、計量法という法律で使用有効
期間が８年と定められています。取り替えは町の委託
業者が行い、取り替えの際は事前にお知らせチラシを
配布しますので、ご協力をお願いします。
�お願い
・メーターボックスの上に、車などの物を置かないで
ください。
・メーター取り替えの際、15～30分程度、水を止めさ
せていただきますのでご了承ください。
・取り替え後、水道水を使用されるときは蛇口をゆっ
くり開けてください。開けたとき、水が白く濁る場
合がありますが、空気が混入しているだけですので
問題ありません。１～２分程度、水を出していただ
ければ解消します。
・お留守でも、屋外にメーターがある場合は交換させ

ていただく場合がありますのでご了承ください。
・メータ－取り替えは無料です。委託業者が代金をい
ただくことは絶対にありません。ただし、メータ－
取り替えの際、業者に屋内の水道設備の修理を依頼
された場合は、自己負担となりますので業者とご相
談ください。
・委託業者は、上水道課発行の証明書を携帯しており
ますのでご確認ください。
・取り替え後「水道メーター取り替えのお知らせ」に、
旧メーター取り外し時の指示数・使用水量・新メー
ター取り付け時の指示数などを記載してお渡ししま
す。家屋内の水道管の清掃、浄水器などの販売はし
ていませんのでご注意ください。

○問い合わせ
上水道課 給水係・営業係
(TEL 94_2049・FAX 93_1243)



４
人
が
殊
勲
の
受
賞

４
人
が
殊
勲
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４
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の
受
賞

４
人
が
殊
勲
の
受
賞 
４
人
が
殊
勲
の
受
賞 
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６
月
19
日
�
に
京
都
府
立
府
民
ホ
ー

ル
（
京
都
市
）
で
開
催
さ
れ
た
京
都
府

開
庁
記
念
日
記
念
式
典
で
、
自
治
功
労

者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

精
華
町
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
市
町
村
・
地
域
自
治
功
労
者
表
彰

〈
議
会
議
員
〉

浦
井
章
次
さ
ん
（
東
畑
地
区
）

杉
浦
正
省
さ
ん
（
乾
谷
地
区
）

町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与

〈
地
域
力
再
生
功
労
者
〉

堀
岡
重
�
さ
ん
（
菱
田
地
区
）

地
域
の
防
犯
・
交
通
安
全
活
動

に
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域

力
の
向
上
に
貢
献

▼
行
政
委
員
会
等
委
員
功
労
表
彰

藤
木
新
治
さ
ん
（
祝
園
西
一
丁
目
で

内
科
医
院
開
業
）

山
城
南
保
健
所
感
染
症
診
査
協

議
会
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
感
染
症
予
防
行
政
の
推
進

に
貢
献

私立幼稚園への費用、一部補助
町では、私立幼稚園児の保護者の方の負担軽減のため、町民税の所得割課税額の区分に応じて、入園料・保育料の一部を補助
しています。
�対　象　者 町内在住で、町内・町外の私立幼稚園に通園している園児の保護者
�補助限度額
【従来条件】

【新条件】小学校1～3年生の兄・姉がいる場合

�申 請 方 法 直接、通園している幼稚園へ。
○問い合わせ 学校教育課 学校教育係 (TEL 95_1906・FAX 94_5176)

7

堀岡重�さん 杉浦正省さん 浦井章次さん藤木新治さん

補助限度額(年額)
同一世帯から２人以上就
園している場合の次年長
者(第２子) 

22万4000円 

20万6000円 

19万2000円 

17万9000円

 
１人就園の場合／同一世
帯から２人以上就園して
いる場合の最年長者(第１子)  

15万3500円

11万6300円 

8万8400円 

6万2200円

 
　　　　　

区　分
 

 
 
生活保護法の規定による保護を受け
ている世帯  
本年度に納付すべき町民税が非課税
となる世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
が非課税となる世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
課税額が３万4500円以下の世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
課税額が18万3000円以下の世帯 

　
　
　
　
� 
 
� 
 
� 
 
� 
 
� 

 
同一世帯から３人以上就
園している場合の左以外
の園児(第３子以降) 

29万4000円

29万4000円 

29万4000円 

29万4000円

　 補助限度額(年額) 
小学校１～３年生の兄・姉が１人いて、同一世帯か
ら２人以上就園している場合の左以外の園児／小学
校１～３年生の兄・姉が２人以上いる園児(第３子以降)  

29万4000円

29万4000円

29万4000円

29万4000円

 
小学校１～３年生の兄・姉
が１人いて、就園している
場合の最年長者(第２子)  

16万8000円

13万5000円

11万0000円

8万7000円

 
　　　　　

区　分
 

 
 
生活保護法の規定による保護を受け
ている世帯  
本年度に納付すべき町民税が非課税
となる世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
が非課税となる世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
課税額が３万4500円以下の世帯  
本年度に納付すべき町民税の所得割
課税額が18万3000円以下の世帯 

　
　
　
　

� 
 
� 
 
� 
 
� 
 
� 
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総
務
省
に
よ
る
「
平
成
21
年
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
」
が
こ

の
ほ
ど
、
全
国
の
す
べ
て
の
事
業

所
・
企
業
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
年
７
月
１
日

現
在
の
経
済
活
動
の
状
況
を
調
査

す
る
も
の
で
、
産
業
、
従
業
者
規

模
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。調

査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
が
こ
れ
か
ら
の
行

政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査

票
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
、
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た

り
、
統
計
法
に
規
定
さ
れ
た
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
企
画
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
０
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
１
）

JULY

経
済
セ
ン
サ
ス 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 
経
済
セ
ン
サ
ス 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

定額給付金・子育て応援特別手当の申請手続きはお済みで
すか。町では現在、窓口と郵送での申請受付を行っています。
まだ申請をされていない方やお忘れの方は、早めに申請をお
済ませください。

添付書類がない場合は

郵送申請された方のうち、本人確認書類や振込先金融機関
の預金通帳の写しがないなどの理由で、手続きが保留となっ
ている方へは、町役場からお知らせをお送りしています。ま
だ、提出されていない方はお急ぎください。

まだ申請書が到着しない方は

世帯主の住民登録の住所地へ申請書を郵送していますが、
申請書が届いていないという方がおられましたら、右下のと
ころへご連絡ください。

�申請受付期限
平成21年９月16日(水)
�給付状況
６月末までに全世帯の９割を超える世帯に給付完了
�今後の給付予定
口座振込９回目(７月中旬)、10回目(７月下旬)を予定

�対象者
住民基本台帳に記録されている方・外国人登録原票に登
録されている方(不法滞在者と短期滞在者は対象外・基
準日＝平成21年２月１日)
世帯に属する３～18歳の子どもが２人以上おり、そのう
ち第２子以降で小学校就学前３年間に該当する子ども(平
成14年４月２日～17年４月１日に生まれた子ども)

※該当する世帯の最年長の子(18歳以下)が通常、第1子とな
りますが、その子より年上(18歳以下)で別居している子
を扶養している場合は、その別居している子を第１子と
数えますので、ご注意ください。

�給付額
１人１万2000円(65歳以上と18歳以下の方は２万円)
１人３万6000円

※ 共に所得制限はありません。
�申請・受給者

共に、給付対象者の属する世帯の世帯主
（注） ：定額給付金

：子育て応援特別手当

定額給付金詐欺に注意
この給付を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取

さし ゅ

」
などといったトラブルの発生が考えられますので、十分ご注
意ください。
・給付の際、町役場や総務省などがＡＴＭ(銀行・コンビニな
どの現金自動預払機)の操作をお願いすることは絶対にあり
ません。
・町役場や総務省などが定額給付金の給付のために、手数料
などの振り込みを求めることは絶対にありません。
・町役場や総務省などが皆さんの世帯構成や銀行口座の番号
などの個人情報をお聞きすることは、絶対にありません。
・ＡＴＭには、自分で操作して他人からお金を振り込んでも
らう機能はありません。
・自宅や職場などに、町役場や総務省の職員などをかたって
いる恐れのある電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わずお住まいの町役場や最寄りの警察署、警察相談電話
(＃9110)にご連絡ください。

○問い合わせ
企画調整課 定額給付金係
(専用TEL 95_1921・専用FAX 95_1922)

�申請から受給までの流れ 

申請書用紙を送付(郵送)

必要事項を記載し申請書を返送(郵送)

確認後、決定通知書を送付(郵送)

給付(口座振り込み)

※口座振り込みでの受給が困難な方は、窓口
現金受領も可能です。その場合、町役場窓
口での事前申請が必要です。 

町
　
役
　
場
 

住
民
の
皆
さ
ん
 

① 

② 

③ 

④ 

定額給付金・子育て応援特別手当 
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町
で
は
本
年
度
も
、
町
内
の
木

造
住
宅
に
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

ま
す
。

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査

に
よ
っ
て
、
被
災
直
後
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
死
因
の
約
９
割
が
、

家
屋
や
家
具
類
な
ど
の
倒
壊
に
よ

る
圧
迫
死
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

倒
壊
し
た
家
屋
の
多
く
は
、
地

震
に
対
す
る
強
さ
の
審
査
基
準
が

見
直
さ
れ
た
、
昭
和
56
年
の
建
築

基
準
法
の
改
正
以
前
の
も
の
で
し

た
。大

地
震
は
い
つ
起
こ
っ
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一

の
と
き
に
備
え
、
簡
易
耐
震
診
断

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

木
造
の
住
宅
（
一
戸
建
て
・
長

屋
建
て
な
ど
）

・
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
し
、
完

成
し
て
い
る
も
の

・
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
が
住

宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の

・
簡
易
耐
震
診
断
の
対
象
と
な

る
も
の
（
在
来
軸
組
構
法
・

伝
統
的
構
法
、
枠
組
壁
工
法

の
３
構
法
で
建
築
さ
れ
て
い

る
も
の
）

・
増
改
築
な
ど
に
あ
た
っ
て
、

改
め
て
法
改
正
後
の
新
基
準

に
よ
る
審
査
を
受
け
て
い
な

い
も
の

▼
募
集
戸
数

10
戸
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
資
格

そ
の
住
宅
の
所
有
者
・
居
住
者

▼
費
用
（
自
己
負
担
額
）

１
戸
あ
た
り
２
０
０
０
円

▼
必
要
な
書
類

診
断
士
派
遣
申
込
書
・
住
宅
の

所
有
者
が
分
か
る
書
類
・
建
築

年
月
が
分
か
る
書
類
・
簡
易
自

己
診
断
の
結
果
書
な
ど

▼
申
込
期
限

７
月
31
日
�

▼
そ
の
ほ
か

・
申
込
書
様
式
や
簡
易
自
己
診

断
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、

左
記
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

・
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
診
断
士
の
派
遣
時
期
は
９
月

以
降
に
な
る
見
込
み
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
開
発
指
導
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
０
２
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
３
）

精
華
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育

委
員
会
の
施
策
や
町
内
小
中
学
校
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
、
行
事
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
１
年
間
、
精
華
町
の
教

育
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
精
華
町
教
育
委
員
会
の
指

針
「
せ
い
か
学
び
と
育
ち
プ
ラ
ン
'09
」

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
21
世
紀
を
担
う
精
華

町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
人
間
性
、
健
や
か
な
心
身
を
身

に
つ
け
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
世
界
に

は
ば
た
く
人
間
と
し
て
育
つ
こ
と
を
目

指
し
て
、
本
年
度
の
主
な
ソ
フ
ト
事
業

を
４
つ
の
柱
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。精

華
町
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
実
現
の

た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
に
そ

の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

基
本
方
針
Ａ

学
力
の
充
実
・
向
上
と
個
性
や
能
力

の
伸
長
を
図
る
教
育
を
推
進

▼
重
点
施
策

◆
授
業
改
善
を
進
め
、
学
力
の
充

実
・
向
上

町
立
小
中
学
校
「
学
力
向
上
総

合
推
進
委
員
会
」
に
よ
り
学
力

の
充
実
や
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

◆
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

の
充
実
・
向
上
を
図
る
少
人
数

教
育
の
推
進

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、
京

都
府
の
教
員
定
数
を
活
用
し
た

少
人
数
教
育
を
進
め
ま
す
。

◆
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
な
ど
に
対
応
し
た
特
別
支
援

教
育
の
推
進

児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
、
特

別
支
援
教
室
な
ど
に
必
要
な
教

育
支
援
員
や
介
護
員
な
ど
を
配

置
し
ま
す
。

◆
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
利

点
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り

「
科
学
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
」

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
最
先
端

に
ふ
れ
る
科
学
技
術
教
育
や
、

ノ
ー
マ
ン
市
と
の
国
際
交
流
を

進
め
ま
す
。

◆
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
見
据

え
た
小
学
校
外
国
語
活
動
の
研

究
と
推
進

小
学
校
「
外
国
語
活
動
推
進
委

員
会
」
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る

中
学
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

私
の
し
ご
と
館
と
の
連
携
に
よ

り
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
し
ま

す
。

基
本
方
針
Ｂ

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
健
康
や
体

力
の
向
上
を
図
る
教
育
の
充
実

▼
重
点
施
策

◆
道
徳
教
育
や
豊
か
な
体
験
活
動

の
推
進

精
華
町
学
校
支
援
人
材
バ
ン
ク

や
社
会
科
副
読
本
に
よ
る
郷
土

学
習
、
精
華
町
子
ど
も
祭
り
な

ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
人
権
教
育
の
推
進

い
じ
め
・
不
登
校
の
解
決
に
向

け
て
の
取
り
組
み
の
推
進
や
人

権
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

◆
個
性
の
伸
長
と
規
範
意
識
の
醸

成
を
図
る
生
徒
指
導
の
充
実

町
内
小
中
学
校
「
生
徒
指
導
連

絡
会
議
」
の
充
実
を
し
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
国
語

力
を
高
め
る
読
書
活
動
の
推
進

精
華
町
子
ど
も
の
読
書
環
境
整

備
３
カ
年
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

◆
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

教
育
美
術
展
や
小
中
文
化
交
流

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
国

民
文
化
祭
に
向
け
、
精
華
町
少

年
少
女
合
唱
団
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

◆
子
ど
も
の
体
力
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
の
推
進

小
学
校
陸
上
交
歓
記
録
会
を
開

催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
デ
ー
な

ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

◆
食
に
関
す
る
教
育
体
制
の
構
築

食
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
親
子

料
理
教
室
等
食
育
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

基
本
方
針
Ｃ

地
域
の
信
頼
を
高
め
る
学
校
づ
く
り

▼
重
点
施
策

◆
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く

り
の
推
進

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
登
下
校
の
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

◆
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

積
極
的
な
学
校
公
開
と
学
校
評

価
を
推
進
し
ま
す
。

◆
教
員
の
意
欲
を
高
め
、
指
導
力

の
向
上
を
図
る
研
修
な
ど
の
充

実教
育
委
員
会
主
催
の
教
職
員
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。

基
本
方
針
Ｄ

家
庭
・
地
域
社
会
の
教
育
力
の
向
上

▼
重
点
施
策

◆
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
な

ど
家
庭
教
育
支
援
の
充
実

新
入
生
の
親
の
た
め
の
家
庭
教

育
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携

し
た
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

◆
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
る
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

「
精
華
ま
な
び
体
験
教
室
」
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
０
６
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
４
―
５
１
７
６
）

町
教
育
委
指
針

町
教
育
委
指
針 

「
せ
い
か
学
び
と
育
ち
」

「
せ
い
か
学
び
と
育
ち
」

プ
ラ
ン

プ
ラ
ン
'09
決
ま
る

決
ま
る 

町
教
育
委
指
針 

「
せ
い
か
学
び
と
育
ち
」

プ
ラ
ン
'09
決
ま
る 



周回コース：�～�
※小学１～４年生のコースは
��を除きます。

日時計

コースレイアウト

2009けいはんなサイクルレース開催 2009けいはんなサイクルレース開催 2009けいはんなサイクルレース開催 2009けいはんなサイクルレース開催
全国のサイクリストたちによって繰り広げられる熱いレース。１年ぶりとな

る「けいはんなサイクルレース」を、再び精華大通り一帯で開催します。

�日　　時　７月20日(祝・月) 午前８時～午後０時30分ごろ(雨天決行)
�場　　所 精華大通り・けいはんなプラザから学研施設の周辺(一周2.36km、高

低差26m)
※詳細は、コースレイアウトをご覧ください。

�主　　催 けいはんなサイクルレース実行委員会(京都府自転車競技連盟・京都
新聞社・精華町・木津川市 ほか)

通行規制と一部バス停の乗降
制限・移設のお願い

サイクルレースの開催時のみ、道路の
通行規制とそれに伴う一部バス停の乗降
制限・移設があるため、周辺の皆さんに
ご迷惑をお掛けすることになりますが、
ご理解・ご協力の程よろしくお願いしま
す。

通行規制のお願い
サイクルレースの開催時のみ、精華大

通り・けいはんなプラザから学研施設の
周辺の通行を規制します。
※詳細は「通行規制図」をご覧ください。

一部バス停の乗降制限・移設
サイクルレースの開催時のみ、奈良交

通路線バスと精華くるりんバスのバス停
を次の通り変更します。
�奈良交通路線バス
精華大通りを東向きに進行するバスは
「光台七丁目停留所」「光台四丁目停留
所」「光台三丁目停留所」「けいはんな
プラザ停留所」での乗降ができなくな
りますので、「光台八丁目停留所」ま
たは「ATR停留所」をご利用ください。
西向きに進行するバスは、これらの停
留所でも乗降できます。
�精華くるりんバス
山田川駅発祝園駅方面の「けいはんな
プラザ停留所」は、奈良交通「ATR停
留所」に移設します。

○問い合わせ
◆けいはんなサイクルレース実行委員会事務局 (京都府自転車競技連盟)
(TEL 090－4906－2410・FAX 075－933－4173)
◆精華町役場 企画調整課 企画係
(TEL 95－1900・FAX 95－3971)

通行規制図
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７月は第59回「社会を明るくする運動」強調月間です。
この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。
今年は「犯罪や非行をした者の就労支援」を重点事項としており、行動目標を「①
犯罪・非行をした人たちの立ち直りを支えよう②犯罪や非行に陥らないよう地域社会
で支えよう③これらの点について、地域社会の理解が得られるよう協力しよう」と定
めています。
近年、通り魔による無差別殺傷事件、学校や家庭でのいじめや体罰・虐待、そして
インターネットや携帯電話による誹謗・中傷により、自ら尊い命を絶つなど、痛まし
い出来事が次々と起こり、犯罪が凶悪化、低年齢化している状況にあるなか、犯罪や
非行のない明るい社会をどのように実現していくかが急務の課題となっています。
犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、一方で、罪を犯した人や非行をした少
年の更生を促す場も地域社会にほかならず、その更生のためには本人の意欲と併せ、
本人を取り巻く地域社会の理解と参加が不可欠です。
そこで、一人ひとりが地域住民としての連帯を強め、学校や関係機関・団体の連携
を推進し、誰もが幅広く参加できる犯罪予防活動を展開することで、犯罪や非行を防
止し、罪を犯した人や非行に陥った少年の立ち直りを助け、互いに支え合って生きて
いける明るい地域づくりを目指しましょう。

○問い合わせ 人権啓発課 啓発係 (TEL 95_1919・FAX 95_3974)

全メーカー電化・OA･石油・ガス製品・ 
太陽熱ソーラー（発電）・増改築から 
エクステリアまで各種工事。 

木津川店 

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

（
現
・
同
推
進
委
員
会
）
の
前
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た

「
ほ
ん
わ
か
�
劇
団
」
は
５
月
30
日

�
、
か
し
の
き
苑
で
開
催
さ
れ
た
精

華
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
な
か
で
、

旗
揚
げ
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
上
演
し
た
の
は
「
精
華
家
の

食
卓
」
と
い
う
劇
で
す
。
家
事
と
仕

事
に
対
す
る
考
え
方
や
家
族
の
協
力

に
つ
い
て
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
聞
か

れ
そ
う
な
会
話
を
も
と
に
し
た
寸
劇

で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
聞
け
ば
、

「
何
だ
か
難
し
そ
う
だ
な
」「
女
性
が

い
ば
っ
て
、
男
性
は
肩
身
が
狭
く
な

る
こ
と
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

本
当
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
で
き
、
お
互
い
に
思
い
や
り
い

た
わ
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

こ
と
で
す
。

同
劇
団
は
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
寸
劇
を
通
し
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
、
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
劇
団
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
課
女
性
政
策
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
―
１
９
１
９
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
―
３
９
７
４
）

ハ
ー
ト

ユーモアが溢れ、笑いを誘った演劇

更生者の社会復帰に理解を

啓発ポスター
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「木津川を美しくする作品」募集

�募集内容
◆ポスターの部　河川美化を主題としたもの
画用紙四つ切り(24cm×29cm)・対象者：小・中学生

◆標語の部　河川美化を主題としたもの
◆短歌の部　木津川を主題としたもの
◆俳句の部　木津川を主題としたもの
◆詩の部　木津川を主題としたもの(800字以内)
◆作文の部　木津川や河川美化を主題としたもの
1,600字以内・対象者：小・中学生
◆書道の部　木津川や河川美化を主題としたもの
小・中学生の場合、18.5cm×70cm

◆写真の部　木津川やその支流を主題としたもの
白黒・カラーとも四つ切り、組み写真は5枚以内で、
キャビネサイズ(18cm×24cm)以上、四つ切り以下

�対 象 者 町内在住、または在勤の方
�申込方法 直接、または郵送で、下記のところへ。
�申込期限 ８月28日(金)
○申し込み・問い合わせ
〒619_0285(個別番号)
精華町役場 衛生課「木津川を美しくする作品募集」係
(TEL 95_1905・FAX 95_3974)

整形外科・一般内科・消化器科・循環器科・外科・小児科 
脳神経外科・泌尿器科・神経内科・眼科・耳鼻咽喉科 
リハビリテーション科・リウマチ科・皮膚科・放射線科 
脊椎・脊髄センター・健診センター・人工透析センター 

JULY

木
津
川
市
役
所
北
別
館
で
月
１

回
、
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
「
出
張
年
金
相
談
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
電
話
で
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
相
談
内

容
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

７
〜
８
月
の
日
程
は
次
の
通
り

で
す
。

▼
７
月
22
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
８
月
26
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
毎
月
の
日
程
に
つ
い
て
は
今

後
、
本
誌
裏
表
紙
の
前
ペ
ー
ジ

の
コ
ー
ナ
ー
「
せ
い
か
い
っ
か

げ
つ
」
に
掲
載
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
―
６
４
４
―

１
１
６
５
）

あなたが撮る、まちの緑
京都府の都市計画協会主催で、まちの緑を題材とした

「京都まちとみどり写真コンクール」の作品を募集中です。
今年は、精華町内の写真を対象とした特別賞(精華町長賞)
が設けられていますので、たくさんの応募をお待ちしてい
ます。
詳しい応募方法は、町内各公共施設の窓口に設置してい
るチラシをご覧ください。町ホームページでもご覧いただ
けます。

�応募主題 「まちの水と緑」「まちの緑と公園」「身近な
花や緑」「緑とのふれあい」など都市の緑と
緑化に関する京都府内の写真
※精華町長賞(特別賞)は、精華町内の写真が
対象になります。

�応募規格 フィルムカメラ、デジタルカメラによる作品
※１人５点以内で未発表のものに限ります。

�応募期間 ５月22日(金)～９月２日(水)

○問い合わせ
都市整備課 まちづくり計画係
(TEL 95_1902・FAX 95_3973)

ベ
テ
ラ
ン
の
技
、

待
っ
て
ま
す

京
都
府
と
�
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昭
和
26
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
府
内
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
、
美
術
作
品

（
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
９
月
19
日
�
〜
20
日
�
に

パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催
の
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

９
・
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」
に
展
示
す

る
も
の
で
、
同
美
術
展
は
、
来
年
石

川
県
で
開
催
さ
れ
る
第
23
回
全
国
健

康
福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会
「
美
術
展
」

の
京
都
府
代
表
作
品
（
京
都
市
域
を

除
く
）
選
出
の
選
考
も
兼
ね
て
い
ま

す
。出

品
は
８
月
10
日
�
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

�
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
―
２
４
１
―
０

２
２
６
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
―
２
４
１
―
０

２
０
４
）


